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組合員同士での熱戦の様子

あいさつをする河原委員長

講師を務める勝部職員（左）、野津職員（右）

あいさつをする石飛部会長

あいさつをする澄田代表総代

松本部会長（右から３番目）ら生産者部会員から
丸山知事へアスパラガスを贈呈

表彰を受けた出雲地区本部の生産者のみなさん

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
は
３
月
２
日
、
ラ
ピ
タ
本
店
３

階
大
ホ
ー
ル
で
「
第
７
回
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
組
合
員

囲
碁
・
将
棋
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
囲
碁

と
将
棋
を
通
し
て
組
合
員
相
互
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
毎
年
開
催
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
は
４
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
囲
碁
・
将
棋
と
も
に
、
地
区
ご
と
に
組
ま
れ
た
３
人
１
組
の
団

体
戦
と
、
段
位
、
級
位
で
分
け
ら
れ
た
ク
ラ
ス
別
で
の
個
人
戦
が

行
わ
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
囲
碁
の
部
で
は
団
体
戦
１０
チ
ー
ム
と
個
人
戦
９４
人
の
計

１
２
４
人
、
将
棋
の
部
で
は
団
体
戦
６
チ
ー
ム
と
個
人
戦
２０
人
の

計
３８
人
の
、
総
勢
１
６
２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
小
中
高
生
も
多
数
参
加
し
、
囲
碁
の
部
で
１４
人
、
将
棋
の
部
で

１０
人
、
計
２４
人
で
し
た
。

　
幅
広
い
年
代
の
愛
好
者
が
対
局
を
楽
し
み
、
交
流
を
図
り
ま
し

た
。

　
優
勝
者
・
チ
ー
ム
は
次
の
通
り
で
す
。

◇
囲
碁
▽
団
体
戦
＝
川
跡
A
チ
ー
ム
▽
個
人
戦
六
段
以
上
の
部
＝

大
野
　
勝
則
さ
ん
（
荒
木
）▽
五
段
の
部
＝
吾
郷
　
久
夫
さ
ん
（
平

田
東
）▽
四
段
の
部
＝
永
井
　
正
治
さ
ん
（
佐
田
）▽
三
段
の
部
＝

古
川
　
盛
雄
さ
ん
（
荒
木
）▽
二
段

の
部
＝
伊
藤
　
栄
さ
ん（
平
田
中
央
）

▽
初
段
の
部
＝
今
岡
　
亨
友
さ
ん

（
神
戸
川
）▽
級
位
者
の
部
（
１
〜
１０

級
）＝
井
戸
　
丈
瑠
さ
ん
（
川
跡
）▽

級
位
者
の
部
（
１１
〜
２０
級
）＝
土
江

一
叶
さ
ん
（
灘
分
）◇
将
棋
▽
団
体

戦
＝
大
津
チ
ー
ム
▽
個
人
戦
段
位
者

の
部
＝
森
山
　
颯
太
さ
ん
（
湖
陵
）

▽
級
位
者
の
部
＝
土
江
　
大
輝
さ
ん

（
灘
分
）▽
小
中
学
生
の
部
＝
野
津
　

光
大
さ
ん
（
荒
木
）

　
1
月
26
日
に
J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
平
田
中
央
支
店

で
開
か
れ
た
令
和
5
年
産
西
条
柿
「
こ
づ
ち
」
出
荷
反
省
会

で
、
昨
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
「
こ
づ
ち
」
品
評
会
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
品
評
会
に
は
出
雲
、
石
見
銀
山
、
い

わ
み
中
央
、
西
い
わ
み
の
４
地
区
本
部
か
ら
22
点
が
出
品
さ

れ
、
出
雲
地
区
本
部
の
恩
田
幸
一
さ
ん
が
最
優
秀
賞
の
農
林

水
産
省
中
国
四
国
農
政
局
長
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　「
今
年
産
は
糖
度
が
19
度
を
超
え
る
も
の
も
あ
り
、
果
肉
の

し
ま
っ
た
食
味
・
食
感
の
よ
い
柿
で
、
特
に
入
賞
し
た
出
品

物
は
、
い
ず
れ
も
大
玉
で
着
色
も
優
れ
、
傷
・
汚
れ
も
少
な

い
美
し
い
西
条
柿
だ
っ
た
。
生
産
者
の
皆
様
の
摘
果
・
防
除

等
の
ご
努
力
に
敬
意
を
表
し
た
い
」
と
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

他
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

　
▼
優
秀
賞
　
川
瀬
利
治
さ
ん
（
出
雲
）▼
優
良
賞
　
山
田
義

喜
さ
ん
（
い
わ
み
中
央
）、
清
水
渡
さ
ん
（
出
雲
）、
平
木
正

美
さ
ん
（
い
わ
み
中
央
）、
清
水
英
範
さ
ん
（
出
雲
）▼
奨
励

賞
　
水
浦
誠
司
さ
ん
（
出
雲
）、
多
久
和
進
さ
ん
（
出
雲
）、

常
松
修
さ
ん
（
出
雲
）、（
農
）
い
な
ぎ
さ
ん
（
石
見
銀
山
）

　
J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
西
部
ブ
ロ
ッ
ク

総
代
会
は
1
月
29
日
、
同
地
区
本
部
長
浜
支

店
で
総
代
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は
同
ブ
ロ
ッ
ク
の
理
事
、
総
代
、
地
区
本
部
運

営
委
員
、
女
性
部
・
農
青
連
代
表
な
ど
約
30

人
が
参
加
。
研
修
会
で
は
、
同
ブ
ロ
ッ
ク
地
区

で
計
画
さ
れ
て
い
る
ぶ
ど
う
団
地
構
想
の
現
状

と
今
後
の
取
り
組
み
や
、
同
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
施

設
、
会
館
等
の
利
用
状
況
と
活
用
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
、
澄
田
晃
治
代
表
総
代
が
座
長

と
な
り
活
発
な
意
見
交
換
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
2
0
2
4
年
か
ら
制
度
内
容
の
変

更
が
あ
り
関
心
が
高
く
な
っ
て
い
る
「
新

N
I
S
A
制
度
」
に
つ
い
て
、
出
雲
支
店
の
担

当
職
員
が
講
師
と
な
り
、
制
度
の
説
明
や
活

用
方
法
、
J
A
し
ま
ね
で
の
取
り
扱
い
状
況

等
の
説
明
が
あ
り
、
参
加
者
か
ら
は
積
極
的

な
質
問
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　
澄
田
代
表
総
代
は
「
今
後
も
建
設
的
な
意

見
を
議
論
す
る
場
と
し
て
同
様
の
研
修
会
を
開

い
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

西
部
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　
　
総
代
研
修
会
開
催

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
青
年
連
盟

　  
第
２９
回
通
常
総
会
開
催

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
青
年
連
盟
は
２
月
１９
日
、

第
２９
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
総
会

に
は
、盟
友
や
関
係
者
な
ど
約
３０
人
が
出
席
し
、

今
後
も
引
き
続
き
盟
友
の
加
入
促
進
を
図
り
、

支
部
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
や
、
安
全

で
安
心
な
農
畜
産
物
の
生
産
に
取
り
組
む
こ

と
、
消
費
者
・
地
域
住
民
・
子
ど
も
た
ち
に

農
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
食

農
・
交
流
活
動
な
ど
を
実
施
し
て
い
く
こ
と

を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。
河
原
剛
委
員
長
は

「
農
業
情
勢
、
自
然
環
境
な
ど
、
日
々
変
化

の
目
ま
ぐ
る
し
い
中
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

農
協
、
各
組
織
と
一
丸
と
な
っ
て
前
に
進
ん

で
い
き
た
い
」
と
決
意
を
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
青
年
連
盟
は
、
地
域
農

業
を
担
う
若
者
を
中
心
と
し
た
青
年
組
織
で

す
。
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
、
米
づ
く

り
教
室
や
梨
狩
り
体
験
な
ど
の
食
農
教
育
活

動
を
展
開
す
る
ほ
か
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区

本
部
の
一
組
織
と
し
て
、
各
地
区
の
農
業
祭

り
に
も
参
加
す
る
な
ど
、
地
域
に
密
着
し
た

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

出
雲
農
林
高
校
で

Ｊ
Ａ
職
員
が
講
師
と
し
て
授
業

　
２
月
１５
日
、
J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部

営
農
部
の
職
員
が
、
出
雲
農
林
高
等
学
校
に

「
農
業
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
の
講
師
と
し

て
招
か
れ
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
同
校
で
は
、

農
業
に
携
わ
る
企
業
や
団
体
を
講
師
と
し
て

招
き
、
現
場
の
声
を
直
接
聞
く
こ
と
で
地
域

農
業
や
関
連
産
業
が
抱
え
る
問
題
を
理
解

し
、
課
題
解
決
や
困
難
に
立
ち
向
か
う
高
い

意
欲
と
幅
広
い
創
造
力
の
育
成
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
講
師
を
務
め
た
の
は
、
営
農
部
畜
産
課
の

勝
部
職
員
と
野
津
職
員
の
２
人
。
動
物
科
学

科
の
1
年
生
39
人
に
、
勝
部
職
員
は
「
島
根

の
酪
農
業
の
現
状
と
酪
農
に
携
わ
る
仕
事
」

を
生
徒
に
伝
え
ま
し
た
。野
津
職
員
は
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
形
式
で
生
徒
た
ち
の
今
思
っ
て
い
る

畜
産
や
農
業
に
関
す
る
質
問
に
答
え
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
か
ら
は
「
な
ぜ
、
日
本
で
は
ス

マ
ー
ト
農
業
が
進
ん
で
い
な
い
の
か
」
な
ど
、

農
業
に
関
す
る
率
直
な
質
問
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。

出
雲
き
ゅ
う
り
部
会

　
　
　
　
定
期
総
会
を
開
催

　
J
A
し
ま
ね
出
雲
き
ゅ
う
り
部
会
は
1
月

３０
日
、
島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
令
和
５
年
度
定

期
総
会
を
開
催
し
、
今
年
度
の
事
業
報
告
や
、

次
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
７
議
案
を
承
認
し

ま
し
た
。
今
年
は
役
員
改
選
の
年
で
、
部
会

長
に
は
石
飛
政
樹
さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
産
の
出
雲
き
ゅ
う
り
は
、
各
市
場
販
売

先
と
単
価
維
持
を
目
的
に
春
、
夏
、
秋
作
の

シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て
売
場
づ
く
り
に
努
め
、
年

間
合
計
で
出
荷
量
2
7
9
・
6
ｔ（
前
年
対
比

8
0
・
2
％
）、
販
売
金
額
は
8
9
，
6
2
0

千
円
（
前
年
対
比
8
8
・
4
％
）
と
な
り
、

単
価
は
3
2
0
・
5
円
／
㎏
（
前
年
単
価

2
9
0
円
）
と
近
年
に
な
い
高
単
価
と
な
り

ま
し
た
。

　
石
飛
部
会
長
は
「
令
和
５
年
度
は
作
付
面

積
が
減
る
中
、
み
な
さ
ん
の
努
力
と
市
場
と

の
連
携
強
化
に
よ
り
、
高
単
価
で
販
売
が
で
き

た
。
令
和
６
年
度
も
引
き
続
き
講
習
会
な
ど

を
通
し
て
高
品
質
な
き
ゅ
う
り
を
安
定
的
に
出

荷
し
出
雲
産
き
ゅ
う
り
の
認
知
度
を
さ
ら
に
上

げ
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

「
こ
づ
ち
」品
評
会
表
彰
式

　
　
　
　  

恩
田
幸
一
さ
ん
が
最
優
秀
賞

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部

　
　
組
合
員
囲
碁
・
将
棋
大
会
を
開
催

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

定
期
総
会
・
丸
山
知
事
へ
ア
ス
パ
ラ
贈
呈

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
部

会
は
２
月
１３
日
、
島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー

で
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
令

和
５
年
度
の
事
業
報
告
、
令
和
６
年

度
の
事
業
計
画
な
ど
、
４
つ
の
議
案

を
承
認
し
ま
し
た
。

　
２
月
２１
日
か
ら
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
出

荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
は
新
た

に
計
量
結
束
機
を
導
入
し
、
こ
の
日

か
ら
稼
働
を
開
始
し
ま
し
た
。
２６
日

に
は
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
長
浜
支
店
で
目
合
わ
せ
会
を
開

催
し
、
生
産
者
１７
人
が
参
加
。
出
荷
方
法
や
出
荷
規
格
、
今
後

の
栽
培
管
理
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
午
後
に
は
松
本
尚
幸
部
会
長
ら
５
人
の
生
産
者
と
Ｊ

Ａ
の
担
当
職
員
が
島
根
県
庁
を
訪
れ
、
丸
山
知
事
に
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
の
出
荷
が
始
ま
っ
た
こ
と
や
部
会
生
産
状
況
な
ど
を
報
告

し
、
そ
の
日
採
れ
た
て
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
松
本
部
会
長
は
「
出
雲
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
部
会
に
は
昨
年
２
人

が
新
規
に
加
入
し
、

部
会
員
、
作
付
面
積

共
に
増
え
て
い
る
。

施
設
・
設
備
の
支
援

な
ど
、
県
を
挙
げ
て

の
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し

た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

　
丸
山
知
事
は
生
産

者
ひ
と
り
ひ
と
り
と

意
見
を
交
わ
し
、「
少

し
で
も
生
産
者
の
方

の
力
に
な
れ
る
よ
う

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

ほ
っ
と
で
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
満
載
！

いずもほっとニュースいずもほっとニュース
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組合員同士での熱戦の様子

あいさつをする河原委員長

講師を務める勝部職員（左）、野津職員（右）

あいさつをする石飛部会長

あいさつをする澄田代表総代

松本部会長（右から３番目）ら生産者部会員から
丸山知事へアスパラガスを贈呈

表彰を受けた出雲地区本部の生産者のみなさん

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
は
３
月
２
日
、
ラ
ピ
タ
本
店
３

階
大
ホ
ー
ル
で
「
第
７
回
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
組
合
員

囲
碁
・
将
棋
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
囲
碁

と
将
棋
を
通
し
て
組
合
員
相
互
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
毎
年
開
催
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
は
４
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
囲
碁
・
将
棋
と
も
に
、
地
区
ご
と
に
組
ま
れ
た
３
人
１
組
の
団

体
戦
と
、
段
位
、
級
位
で
分
け
ら
れ
た
ク
ラ
ス
別
で
の
個
人
戦
が

行
わ
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
囲
碁
の
部
で
は
団
体
戦
１０
チ
ー
ム
と
個
人
戦
９４
人
の
計

１
２
４
人
、
将
棋
の
部
で
は
団
体
戦
６
チ
ー
ム
と
個
人
戦
２０
人
の

計
３８
人
の
、
総
勢
１
６
２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
小
中
高
生
も
多
数
参
加
し
、
囲
碁
の
部
で
１４
人
、
将
棋
の
部
で

１０
人
、
計
２４
人
で
し
た
。

　
幅
広
い
年
代
の
愛
好
者
が
対
局
を
楽
し
み
、
交
流
を
図
り
ま
し

た
。

　
優
勝
者
・
チ
ー
ム
は
次
の
通
り
で
す
。

◇
囲
碁
▽
団
体
戦
＝
川
跡
A
チ
ー
ム
▽
個
人
戦
六
段
以
上
の
部
＝

大
野
　
勝
則
さ
ん
（
荒
木
）▽
五
段
の
部
＝
吾
郷
　
久
夫
さ
ん
（
平

田
東
）▽
四
段
の
部
＝
永
井
　
正
治
さ
ん
（
佐
田
）▽
三
段
の
部
＝

古
川
　
盛
雄
さ
ん
（
荒
木
）▽
二
段

の
部
＝
伊
藤
　
栄
さ
ん（
平
田
中
央
）

▽
初
段
の
部
＝
今
岡
　
亨
友
さ
ん

（
神
戸
川
）▽
級
位
者
の
部
（
１
〜
１０

級
）＝
井
戸
　
丈
瑠
さ
ん
（
川
跡
）▽

級
位
者
の
部
（
１１
〜
２０
級
）＝
土
江

一
叶
さ
ん
（
灘
分
）◇
将
棋
▽
団
体

戦
＝
大
津
チ
ー
ム
▽
個
人
戦
段
位
者

の
部
＝
森
山
　
颯
太
さ
ん
（
湖
陵
）

▽
級
位
者
の
部
＝
土
江
　
大
輝
さ
ん

（
灘
分
）▽
小
中
学
生
の
部
＝
野
津
　

光
大
さ
ん
（
荒
木
）

　
1
月
26
日
に
J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
平
田
中
央
支
店

で
開
か
れ
た
令
和
5
年
産
西
条
柿
「
こ
づ
ち
」
出
荷
反
省
会

で
、
昨
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
「
こ
づ
ち
」
品
評
会
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
品
評
会
に
は
出
雲
、
石
見
銀
山
、
い

わ
み
中
央
、
西
い
わ
み
の
４
地
区
本
部
か
ら
22
点
が
出
品
さ

れ
、
出
雲
地
区
本
部
の
恩
田
幸
一
さ
ん
が
最
優
秀
賞
の
農
林

水
産
省
中
国
四
国
農
政
局
長
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　「
今
年
産
は
糖
度
が
19
度
を
超
え
る
も
の
も
あ
り
、
果
肉
の

し
ま
っ
た
食
味
・
食
感
の
よ
い
柿
で
、
特
に
入
賞
し
た
出
品

物
は
、
い
ず
れ
も
大
玉
で
着
色
も
優
れ
、
傷
・
汚
れ
も
少
な

い
美
し
い
西
条
柿
だ
っ
た
。
生
産
者
の
皆
様
の
摘
果
・
防
除

等
の
ご
努
力
に
敬
意
を
表
し
た
い
」
と
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

他
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

　
▼
優
秀
賞
　
川
瀬
利
治
さ
ん
（
出
雲
）▼
優
良
賞
　
山
田
義

喜
さ
ん
（
い
わ
み
中
央
）、
清
水
渡
さ
ん
（
出
雲
）、
平
木
正

美
さ
ん
（
い
わ
み
中
央
）、
清
水
英
範
さ
ん
（
出
雲
）▼
奨
励

賞
　
水
浦
誠
司
さ
ん
（
出
雲
）、
多
久
和
進
さ
ん
（
出
雲
）、

常
松
修
さ
ん
（
出
雲
）、（
農
）
い
な
ぎ
さ
ん
（
石
見
銀
山
）

　
J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
西
部
ブ
ロ
ッ
ク

総
代
会
は
1
月
29
日
、
同
地
区
本
部
長
浜
支

店
で
総
代
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は
同
ブ
ロ
ッ
ク
の
理
事
、
総
代
、
地
区
本
部
運

営
委
員
、
女
性
部
・
農
青
連
代
表
な
ど
約
30

人
が
参
加
。
研
修
会
で
は
、
同
ブ
ロ
ッ
ク
地
区

で
計
画
さ
れ
て
い
る
ぶ
ど
う
団
地
構
想
の
現
状

と
今
後
の
取
り
組
み
や
、
同
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
施

設
、
会
館
等
の
利
用
状
況
と
活
用
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
、
澄
田
晃
治
代
表
総
代
が
座
長

と
な
り
活
発
な
意
見
交
換
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
2
0
2
4
年
か
ら
制
度
内
容
の
変

更
が
あ
り
関
心
が
高
く
な
っ
て
い
る
「
新

N
I
S
A
制
度
」
に
つ
い
て
、
出
雲
支
店
の
担

当
職
員
が
講
師
と
な
り
、
制
度
の
説
明
や
活

用
方
法
、
J
A
し
ま
ね
で
の
取
り
扱
い
状
況

等
の
説
明
が
あ
り
、
参
加
者
か
ら
は
積
極
的

な
質
問
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　
澄
田
代
表
総
代
は
「
今
後
も
建
設
的
な
意

見
を
議
論
す
る
場
と
し
て
同
様
の
研
修
会
を
開

い
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

西
部
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　
　
総
代
研
修
会
開
催

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
青
年
連
盟

　  

第
２９
回
通
常
総
会
開
催

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
青
年
連
盟
は
２
月
１９
日
、

第
２９
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
総
会

に
は
、盟
友
や
関
係
者
な
ど
約
３０
人
が
出
席
し
、

今
後
も
引
き
続
き
盟
友
の
加
入
促
進
を
図
り
、

支
部
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
や
、
安
全

で
安
心
な
農
畜
産
物
の
生
産
に
取
り
組
む
こ

と
、
消
費
者
・
地
域
住
民
・
子
ど
も
た
ち
に

農
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
食

農
・
交
流
活
動
な
ど
を
実
施
し
て
い
く
こ
と

を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。
河
原
剛
委
員
長
は

「
農
業
情
勢
、
自
然
環
境
な
ど
、
日
々
変
化

の
目
ま
ぐ
る
し
い
中
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

農
協
、
各
組
織
と
一
丸
と
な
っ
て
前
に
進
ん

で
い
き
た
い
」
と
決
意
を
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
青
年
連
盟
は
、
地
域
農

業
を
担
う
若
者
を
中
心
と
し
た
青
年
組
織
で

す
。
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
、
米
づ
く

り
教
室
や
梨
狩
り
体
験
な
ど
の
食
農
教
育
活

動
を
展
開
す
る
ほ
か
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区

本
部
の
一
組
織
と
し
て
、
各
地
区
の
農
業
祭

り
に
も
参
加
す
る
な
ど
、
地
域
に
密
着
し
た

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

出
雲
農
林
高
校
で

Ｊ
Ａ
職
員
が
講
師
と
し
て
授
業

　
２
月
１５
日
、
J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部

営
農
部
の
職
員
が
、
出
雲
農
林
高
等
学
校
に

「
農
業
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
の
講
師
と
し

て
招
か
れ
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
同
校
で
は
、

農
業
に
携
わ
る
企
業
や
団
体
を
講
師
と
し
て

招
き
、
現
場
の
声
を
直
接
聞
く
こ
と
で
地
域

農
業
や
関
連
産
業
が
抱
え
る
問
題
を
理
解

し
、
課
題
解
決
や
困
難
に
立
ち
向
か
う
高
い

意
欲
と
幅
広
い
創
造
力
の
育
成
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
講
師
を
務
め
た
の
は
、
営
農
部
畜
産
課
の

勝
部
職
員
と
野
津
職
員
の
２
人
。
動
物
科
学

科
の
1
年
生
39
人
に
、
勝
部
職
員
は
「
島
根

の
酪
農
業
の
現
状
と
酪
農
に
携
わ
る
仕
事
」

を
生
徒
に
伝
え
ま
し
た
。野
津
職
員
は
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
形
式
で
生
徒
た
ち
の
今
思
っ
て
い
る

畜
産
や
農
業
に
関
す
る
質
問
に
答
え
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
か
ら
は
「
な
ぜ
、
日
本
で
は
ス

マ
ー
ト
農
業
が
進
ん
で
い
な
い
の
か
」
な
ど
、

農
業
に
関
す
る
率
直
な
質
問
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。

出
雲
き
ゅ
う
り
部
会

　
　
　
　
定
期
総
会
を
開
催

　
J
A
し
ま
ね
出
雲
き
ゅ
う
り
部
会
は
1
月

３０
日
、
島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
令
和
５
年
度
定

期
総
会
を
開
催
し
、
今
年
度
の
事
業
報
告
や
、

次
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
７
議
案
を
承
認
し

ま
し
た
。
今
年
は
役
員
改
選
の
年
で
、
部
会

長
に
は
石
飛
政
樹
さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
産
の
出
雲
き
ゅ
う
り
は
、
各
市
場
販
売

先
と
単
価
維
持
を
目
的
に
春
、
夏
、
秋
作
の

シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て
売
場
づ
く
り
に
努
め
、
年

間
合
計
で
出
荷
量
2
7
9
・
6
ｔ（
前
年
対
比

8
0
・
2
％
）、
販
売
金
額
は
8
9
，
6
2
0

千
円
（
前
年
対
比
8
8
・
4
％
）
と
な
り
、

単
価
は
3
2
0
・
5
円
／
㎏
（
前
年
単
価

2
9
0
円
）
と
近
年
に
な
い
高
単
価
と
な
り

ま
し
た
。

　
石
飛
部
会
長
は
「
令
和
５
年
度
は
作
付
面

積
が
減
る
中
、
み
な
さ
ん
の
努
力
と
市
場
と

の
連
携
強
化
に
よ
り
、
高
単
価
で
販
売
が
で
き

た
。
令
和
６
年
度
も
引
き
続
き
講
習
会
な
ど

を
通
し
て
高
品
質
な
き
ゅ
う
り
を
安
定
的
に
出

荷
し
出
雲
産
き
ゅ
う
り
の
認
知
度
を
さ
ら
に
上

げ
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

「
こ
づ
ち
」品
評
会
表
彰
式

　
　
　
　  

恩
田
幸
一
さ
ん
が
最
優
秀
賞

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部

　
　
組
合
員
囲
碁
・
将
棋
大
会
を
開
催

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

定
期
総
会
・
丸
山
知
事
へ
ア
ス
パ
ラ
贈
呈

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
部

会
は
２
月
１３
日
、
島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー

で
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
令

和
５
年
度
の
事
業
報
告
、
令
和
６
年

度
の
事
業
計
画
な
ど
、
４
つ
の
議
案

を
承
認
し
ま
し
た
。

　
２
月
２１
日
か
ら
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
出

荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
は
新
た

に
計
量
結
束
機
を
導
入
し
、
こ
の
日

か
ら
稼
働
を
開
始
し
ま
し
た
。
２６
日

に
は
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
長
浜
支
店
で
目
合
わ
せ
会
を
開

催
し
、
生
産
者
１７
人
が
参
加
。
出
荷
方
法
や
出
荷
規
格
、
今
後

の
栽
培
管
理
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
午
後
に
は
松
本
尚
幸
部
会
長
ら
５
人
の
生
産
者
と
Ｊ

Ａ
の
担
当
職
員
が
島
根
県
庁
を
訪
れ
、
丸
山
知
事
に
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
の
出
荷
が
始
ま
っ
た
こ
と
や
部
会
生
産
状
況
な
ど
を
報
告

し
、
そ
の
日
採
れ
た
て
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
松
本
部
会
長
は
「
出
雲
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
部
会
に
は
昨
年
２
人

が
新
規
に
加
入
し
、

部
会
員
、
作
付
面
積

共
に
増
え
て
い
る
。

施
設
・
設
備
の
支
援

な
ど
、
県
を
挙
げ
て

の
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し

た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

　
丸
山
知
事
は
生
産

者
ひ
と
り
ひ
と
り
と

意
見
を
交
わ
し
、「
少

し
で
も
生
産
者
の
方

の
力
に
な
れ
る
よ
う

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

ほ
っ
と
で
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
満
載
！

いずもほっとニュースいずもほっとニュース
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み
や
け

か
お
る
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青
ネ
ギ ―

（75）

さん

三
宅

　
　薫

　鹿
園
寺
町
で
青
ネ
ギ
を
栽
培
す
る
三
宅
薫

さ
ん
。
も
と
も
と
実
家
が
水
稲
農
家
だ
っ
た

た
め
、
兼
業
農
家
と
し
て
仕
事
を
し
な
が
ら

お
米
を
育
て
て
い
ま
し
た
。

　55
歳
で
定
年
退
職
し
、
今
後
の
水
稲
栽
培

の
た
め
に
育
苗
ハ
ウ
ス
を
増
設
し
よ
う
と

J
A
職
員
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
育
苗
ハ
ウ

ス
と
は
別
に
も
う
一
棟
ハ
ウ
ス
を
立
て
て

「
青
ネ
ギ
栽
培
を
や
っ
て
み
な
い
か
」
と
提
案

さ
れ
ま
し
た
。
青
ネ
ギ
は
ハ
ウ
ス
内
で
の
栽

培
に
な
る
た
め
、
雨
風
に
さ
ら
さ
れ
る
事
も

な
く
作
業
が
で
き
、
製
品
が
軽
い
た
め
、
体

へ
の
負
担
も
少
な
い
の
が
特
徴
で
す
。
当
時

J
A
で
は
、
青
ネ
ギ
栽
培
の
普
及
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
三
宅
さ
ん
も
こ
れ
が
き
っ
か
け

と
な
り
青
ネ
ギ
の
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

営
農
指
導
員
に
感
謝

　現
在
は
5
棟
の
ハ
ウ
ス
で
合
計
6.3
ア
ー
ル
の
面

積
で
栽
培
を
し
て
い
ま
す
。
ハ
ウ
ス
1
棟
毎
に
年
3

回
の
収
穫
を
す
る
こ
と
で
、
毎
月
1
回
の
収
穫
が
で

き
る
よ
う
に
計
画
的
に
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　そ
ん
な
三
宅
さ
ん
で
す
が
、
過
去
に
は
数
年
間
も

の
間
、
土
の
病
気
に
よ
り
収
穫
量
が
減
っ
て
し
ま
い
、

と
て
も
苦
労
し
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
農
薬
を
使

い
様
々
な
方
法
で
土
を
消
毒
し
ま
し
た
が
、
効
果
は

現
れ
ず
困
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
J
A
の
営
農
指
導
員

か
ら
「『
土
壌
還
元
消
毒
（
糠
消
毒
）』
を
試
し
て
み

て
は
ど
う
か
」
と
勧
め
ら
れ
、
早
速
こ
の
方
法
を
試

し
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
土
の
状
況
が
劇
的
に
改

善
し
、
以
前
の
よ
う
な
収
穫
量
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
三
宅
さ
ん
は
定
期
的
に
『
土
壌
還
元
消

毒
（
糠
消
毒
）』
を
行
い
土
の
状
態
を
管
理
し
て
い

ま
す
。
三
宅
さ
ん
は
「
講
習
会
や
研
修
会
で
得
た
知

識
は
も
ち
ろ
ん
大
切
だ
が
、
J
A
の
営
農
指
導
員
か

ら
の
指
導
は
本
当
に
助
か
っ
て
い
る
」
と
話
し
ま
す
。

青
ネ
ギ
の
生
産
拡
大
に
向
け
て

　青
ネ
ギ
部
会
の
副
部
会
長
で
も
あ
る
三
宅
さ
ん
は

「
今
後
の
青
ネ
ギ
の
産
地
維
持
・
拡
大
を
す
る
た
め

に
も
、
助
成
金
の
活
用
や
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
な
ど
の
設

備
を
整
え
、
新
規
就
農
者
が
栽
培
を
始
め
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
生
産

者
を
増
や
し
、
出
雲
の
青
ネ
ギ
の
お
い
し
さ
を
市
場

や
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
広
く
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
更
な
る
青
ネ
ギ
の
生
産
拡
大
に
向
け
力
強
く
話
し

ま
す
。

出雲市農政会議だより
令和6年3月16日

発　行　元：出雲市農政会議（出雲市今市町106番地1 JAしまね出雲地区本部 営農企画課内）
発行責任者：事務局長　山根　康太 No.109

令和6年4月執行
衆議院議員島根１区補欠選挙

出雲市農政会議

立候補予定者錦織　功政
にし こ り の り ま さ

衆議院議員島根１区補欠選挙で推薦しています。

栽
培
面
積

・
青
ネ
ギ

 

6.3
ア
ー
ル

・
水
稲

 

2.5
ヘ
ク
タ
ー
ル

令和6年度 LPガス設備調査点検のお知らせ

神西地区、遙堪地区、荒木地区、荒茅地区、乙立地区
神西地区、遙堪地区、荒木地区、荒茅地区、乙立地区
神西地区、遙堪地区、荒木地区、荒茅地区、乙立地区

４月
５月
６月

地　　　区月

※上記予定は進行状況等により、変更となる可能性もありますのでご了承ください。

　平素よりJA LPガスをご利用いただき、ありがとうございます。
　JAしまね出雲地区本部ガスセンターでは、４年以内に１度、法令に基づいた消費設備の点
検・調査を行っております。
　下記の予定で、調査の委託をしている島根県中央ＬＰガス保安センター協同組合の職員が
伺いますので、ご理解・ご協力の程よろしくお願い申し上げます。

　供給設備・消費設備のガス漏れの有無などの点検を行うことです。
４年以内に１回、安全のために実施することが法律で義務付けられております。
尚、この点検・調査は無料です。料金が発生することはございません。

LPガス設備調査点検とは
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ＪＡしまね

＆＆

第９回

　ＪＡしまね出雲女性部は２月２３日、ラピタウエディングパレスで「第９回ＪＡしまね
出雲女性部まつり＆家の光大会」を開きました。同女性部の浦部えつ子部長が、日頃
の女性部活動をはじめ、おもてなしプロジェクト、家の光三誌愛読者拡大運動への協
力および、大会が盛大に開催できることについて感謝を伝え開会。参加した女性部員
約５００人が舞台発表や作品展示などを通して部員相互の交流を深めました。

　女性部員とＪＡ支店職員が、創意工夫をして店舗美粧化などに取り組んだ「おもてなしプロジェクト」に
ついて、特に積極的に取り組んだ優績支店・支部を表彰しました。また、「家の光三誌愛読者拡大運動」
に積極的に取り組んだ支店・支部を表彰しました。
　表彰グループは次のとおりです。

　作品展示コーナーには、家の光記事活用作品、パッチワーク、編み物、手芸品
など、各地区の女性部グループが日頃の活動で制作した力作が並び、来場者の目
を惹きつけました。

　調理師免許をはじめ、様々な資格を
持ち、安来節どじょうすくい踊り師範
でもある、どじょうすくい女将こと小
幡美香氏を講師に迎え、『いつまでも
キラキラしている人の、あの食この食
グローバルな食』と題して講演いただ
きました。島根の食と環境の美しさを
含めた地元島根への熱いメッセージを
笑いありの軽快なトークで語ってくだ
さいました。

　今岡さんは、1 月 17 日、18 日に東
京都で開催された「第 69 回 JA 全国
女性大会」において、中四国地区代表
として活動体験発表をされ、JA 全国女
性組織協議会より『JA 全国女性協会
長賞』を授与されました。今岡さんは「信
頼・思いやり・感謝～手と手でつなげ
よう女性部活動～」と題して、同支部
の『手話サークル』を立ち上げた体験
や毎月一回開催している『乙立カフェ』
の取り組みについて発表しました。

あいさつをする浦部部長

左から珍部本部長、多伎支部、高浜支部、平田中央支部、
荒木支部、遙堪支部、乙立支部

左から珍部本部長、西田支店、高松支店、
多伎支店、塩冶支店

表彰式

作品展示

最優秀賞

教育文化活動優績賞　

多伎支部
女将　小幡　美香 氏乙立支部 今岡 千恵子さん

「信頼・思いやり・感謝～手と手でつなげよう女性部活動～」

西田支店、高松支店、多伎支店

塩冶支店

優秀賞

教育文化活動奨励賞

　「第45回みどりをまもる小学生作文コンクール」で、【島根県農業協同組合長賞】
を受賞した湖陵小学校２年の森山雄太さんと、【島根県農業協同組合中央会長賞】を
受賞した塩冶小学校５年の秋風壱成さんが、ＪＡしまね出雲女性部の浦部えつ子部長
から表彰状とトロフィーを受け取りました。表彰後はそれぞれ受賞した作文を発表。
森山さんは、お米が大好きという自分の思いやお米のおいしさや良さについて、お米
を育む田んぼの風景とともに伝える内容の作文を、秋風さんはおばあちゃんが世話す
る畑に思いを馳せ、そこで採れる野菜、四季折々の風景、自分の体験・思いを表現し
た作文を舞台から堂々と発表しました。

小学生作文コンクール

表 彰 ・ 発 表

●高 浜 支 部
●平田中央支部

●荒木支部・遙堪支部

●乙 立 支 部

～ご来店感謝デー『お茶会と出雲弁かるた等の遊びで親睦を深める』～

～ご来店感謝デーで『ミニタオル＆手作りしおりプレゼントのおもてなし』～

　　   ～ご来店感謝デーに『手作り肩たたき棒をプレゼント』～

～無人店舗を活用し定期的にふれあいカフェを開催  他地区でのカフェ開催の活動が広がるきっかけに～

「おもてなしプロジェクト」優績支店・支部

「家の光三誌愛読者拡大運動」優績支店・支部

～グリーンカーテンとして栽培してきた「バタフライピー」を
　ハーブティーにしておもてなしカフェオープン～

左から、秋風さん、浦部部長、森山さん

　いずもＪＡ女子大学の第 7 期生の皆さんが「よさこい」を披露しました。
いずもＪＡ女子大学 8 月講座「よさこい体験」でよさこいにチャレンジし
たのをきっかけに、女性部まつりに向けて練習を重ねてきました。講座
で講師を務めたメンバーが所属するグループ、友輪舞人（ゆうわまいと）
と一緒に息の合った踊りを披露し、会場を盛り上げました。

　県内外での公演をはじめ、海外公演にも参加され、「和太鼓」を通して地域文化の振興
と青少年の健全育成にも努めておられる「さだ須佐太鼓」の皆さんに「シマネスク太鼓」
と「目田鬼面太鼓」の２曲を披露いただきました。“体全体で聴く” という表現がぴったり
な迫力ある演奏でした。

JA女性組織活動体験発表

いずもJA女子大学活動発表

講演会

さぎの湯温泉旅館「竹葉」
小幡氏による講演

いずもＪＡ女子大学生と友輪舞人がよさこいを披露

今岡さんが活動体験を発表

さだ須佐太鼓
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西田支店、高松支店、多伎支店

塩冶支店

優秀賞

教育文化活動奨励賞

　「第45回みどりをまもる小学生作文コンクール」で、【島根県農業協同組合長賞】
を受賞した湖陵小学校２年の森山雄太さんと、【島根県農業協同組合中央会長賞】を
受賞した塩冶小学校５年の秋風壱成さんが、ＪＡしまね出雲女性部の浦部えつ子部長
から表彰状とトロフィーを受け取りました。表彰後はそれぞれ受賞した作文を発表。
森山さんは、お米が大好きという自分の思いやお米のおいしさや良さについて、お米
を育む田んぼの風景とともに伝える内容の作文を、秋風さんはおばあちゃんが世話す
る畑に思いを馳せ、そこで採れる野菜、四季折々の風景、自分の体験・思いを表現し
た作文を舞台から堂々と発表しました。

小学生作文コンクール

表 彰 ・ 発 表

●高 浜 支 部
●平田中央支部

●荒木支部・遙堪支部

●乙 立 支 部

～ご来店感謝デー『お茶会と出雲弁かるた等の遊びで親睦を深める』～

～ご来店感謝デーで『ミニタオル＆手作りしおりプレゼントのおもてなし』～

　　   ～ご来店感謝デーに『手作り肩たたき棒をプレゼント』～

～無人店舗を活用し定期的にふれあいカフェを開催  他地区でのカフェ開催の活動が広がるきっかけに～

「おもてなしプロジェクト」優績支店・支部

「家の光三誌愛読者拡大運動」優績支店・支部

～グリーンカーテンとして栽培してきた「バタフライピー」を
　ハーブティーにしておもてなしカフェオープン～

左から、秋風さん、浦部部長、森山さん

　いずもＪＡ女子大学の第 7 期生の皆さんが「よさこい」を披露しました。
いずもＪＡ女子大学 8 月講座「よさこい体験」でよさこいにチャレンジし
たのをきっかけに、女性部まつりに向けて練習を重ねてきました。講座
で講師を務めたメンバーが所属するグループ、友輪舞人（ゆうわまいと）
と一緒に息の合った踊りを披露し、会場を盛り上げました。

　県内外での公演をはじめ、海外公演にも参加され、「和太鼓」を通して地域文化の振興
と青少年の健全育成にも努めておられる「さだ須佐太鼓」の皆さんに「シマネスク太鼓」
と「目田鬼面太鼓」の２曲を披露いただきました。“体全体で聴く” という表現がぴったり
な迫力ある演奏でした。

JA女性組織活動体験発表

いずもJA女子大学活動発表

講演会

さぎの湯温泉旅館「竹葉」
小幡氏による講演

いずもＪＡ女子大学生と友輪舞人がよさこいを披露

今岡さんが活動体験を発表

さだ須佐太鼓



女性部活動レポートIZUMO Information

NISA口座開設月 特典判定日 特典振込日 NISA口座開設月 特典判定日 特典振込日
令和６年１月 令和６年８月末 令和６年９月以降 令和６年９月 令和７年４月末 令和７年５月以降
令和６年２月 令和６年９月末 令和６年10月以降 令和６年10月 令和７年５月末 令和７年６月以降
令和６年３月 令和６年10月末 令和６年11月以降 令和６年11月 令和７年６月末 令和７年７月以降
令和６年４月 令和６年11月末 令和６年12月以降 令和６年12月 令和７年７月末 令和７年８月以降
令和６年５月 令和６年12月末 令和７年１月以降 令和７年１月 令和７年８月末 令和７年９月以降
令和６年６月 令和７年１月末 令和７年２月以降 令和７年２月 令和７年９月末 令和７年10月以降
令和６年７月 令和７年２月末 令和７年３月以降 令和７年３月 令和７年10月末 令和７年11月以降
令和６年８月 令和７年３月末 令和７年４月以降

特典にかかる留意事項（はじめてのNISA応援特典）
●特典対象の判定および、お振込み日については下記のとおりとなります。なお、特典判定日においてNISA口座
が解約されていた場合、特典対象外とします。●確認できた方を対象にご指定の投信引落口座へお振込みいたしま
す。●特典は一時所得と考えられ、確定申告が必要な場合があります。詳しくは税理士等の専門家にご相談の上ご
確認ください。●本特典は申込状況に応じ、前倒しで終了させていただくことがあります。●スポット購入は同月
（約定日基準）に複数回成約した場合、同月の取引分を合算した金額を対象といたします。

投資信託に関してご留意いただきたい事項
投資信託に関してご留意いただきたい事項　●投資信託は預貯金とは異なり、元本の保証はありません。●投資信託は
預金保険・貯金保険の対象ではありません。●JAバンクが取り扱う投資信託は、投資者保護基金の対象ではありませ
ん。●JAバンクは投資信託の販売会社であり、投資信託の設定・運用は投資信託会社が行います。●投資信託は国内
外の有価証券等で運用されるため、信託財産に組み入れられた株式・債券・REIT等の値動きや為替変動に伴うリスク
があります。このため、投資信託資産の価値が投資元本を下回るリスク等は、投資信託の購入者に帰属します。詳しく
は、契約締結前交付書面、投資信託説明書（交付目論見書）でご確認ください。●投資信託運用による利益および損失
は、投資信託の購入者に帰属します。●一部の投資信託には、特定日にしか換金できないものがあります。●投資信託
の購入から換金・償還までの間に、直接または間接的にご負担いただく代表的な費用等には以下のものがあります。な
お、これらの手数料等は、ファンド・購入金額により異なるため、具体的な金額・計算方法を記載することができませ
ん。各投資信託の手数料等の詳細は契約締結前交付書面、投資信託説明書（交付目論見書）でご確認ください。
○購入時：購入時手数料がかかるファンドがあります。○運用期間中：運用管理手数料（信託報酬・管理報酬等）が日々
信託財産から差し引かれます。○換金時：信託財産留保額がかかるファンドがあります。また外貨に両替して購入・換
金するファンドには、上記の各種手数料等とは別に為替手数料がかかります。
●お申込みにあたっては、契約締結前交付書面、投資信託説明書（交付目論見書）を十分お読みいただき、内容をご確
認の上、ご自身でご判断ください。

NISAに関してご留意いただきたい事項　●NISA口座は同一年において1人1口座だけ開設できます。複数の金融機
関で開設はできませんのでご注意ください。ただし、金融機関の変更は可能です。●NISA口座の申込書が複数の金
融機関にそれぞれ提出されると、税務署における確認に時間を要し、NISA口座の開設に相当の期間を要する場合や、
NISA口座が開設できない場合があります。●口座開設の手続き・留意事項はJA窓口でお尋ねください。他の金融機関
でNISA口座をすでにお持ちの場合は手続きが異なります。お手続き留意事項はJA窓口でお尋ねください。●NISA口
座や課税口座の開設に関する最終的な判断はお客さまご自身で行っていただきますようお願いします。●具体的な税法
上の取扱い等につきましては、税理士や税務署等にご相談ください。

島根県農業協同組合 登録金融機関 中国財務局長（登金）第 170 号

お問い合わせ先（投資信託取扱い店舗）

くにびき支店（くにびき統括支店内） ……☎ 0852-55-3028
安来東支店 …………………………☎ 0854-22-2243
雲南支店（雲南統括支店内） ……☎ 0854-42-9111
出雲支店 ………………………………☎ 0853-21-6032

斐川支店（荘原支店内） …………☎ 0853-72-0049
大田北支店（石見銀山統括支店内） …☎ 0854-82-7333
瑞穂支店 ………………………………☎ 0855-83-1131
浜田支店 ………………………………☎ 0855-22-8825

益田中央支店 ……☎ 0856-24-1870
本店証券管理課 …☎ 0852-67-7753
※詳細は、お近くの投資信託取扱い店舗へお問い
合わせください。（隠岐、隠岐どうぜん地区にお
住まいの方は、本店へお問い合わせください。）

◆本特典にかかる申込は不要です。

最大3,000円プレゼント！

はじめてのNISA
応援特典

令和6年1/1㈪▶令和7年3/31㈪期間

Ⓒよりぞう

【NISA口座開設特典】
期間内にJAしまねではじめて
NISA口座を開設された方に
1,000円プレゼント！

【投資信託購入特典】
左記NISA口座開設に加え、NISA口
座開設が属する月の７か月後までに
合計30,000円以上ご購入いただくと

2,000円プレゼント！

上記店舗以外は投信取扱い店舗ではございません。詳細は、投信取扱い店舗より説明させていただきます。
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J
A
し
ま
ね
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
出
雲

は
1
月
31
日
、
ラ
ピ
タ
本
店
ふ
れ
あ
い

の
家
『
縁
』
で
み
そ
作
り
体
験
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
フ
レ
ミ
ズ
会
員
や
ス

タ
ッ
フ
な
ど
総
勢
15
名
が
参
加
。
蒸
し

た
大
豆
を
鉢
で
す
り
潰
し
、
麹
と
塩
と

大
豆
の
煮
汁
を
混
ぜ
合
わ
せ
各
自
が

持
っ
て
き
た
容
器
に
詰
め
ま
し
た
。
仕

込
ん
だ
み
そ
は
、
今
年
の
秋
ご
ろ
が
食

べ
ご
ろ
で
す
。

　
作
業
が
終
わ
る
と
、
昨
年
フ
レ
ミ
ズ

会
員
が
作
っ
た
み
そ
を
使
い
、『
家
の
光
』

に
掲
載
さ
れ
た
「
み
そ
玉
」
作
り
に
も
初

挑
戦
。
お
昼
ご
は
ん
は
、
み
そ
玉
味
噌
汁

と
大
小
様
々
な
焼
き
お
に
ぎ
り
で
楽
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
簡
単
に
作
れ
る
の
で
、
家
で
も
や
っ
て

み
る
」
と
大

好
評
で
し

た
。

　
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ズ

出
雲
で
は
、

今
後
も
楽

し
く
魅
力

の
あ
る
活

動
を
行
う

予
定
で
す
。

朝
山
支
部 

サ
ー
ク
ル
紹
介

　
出
雲
女
性
部
朝
山
支
部
は
現
在
１

２
０
人
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
主

に
J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
朝
山

支
店
を
活
動
場
所
と
し
て
、
コ
ミ
セ

ン
や
小
学
校
と
連
携
を
取
り
な
が
ら

地
域
に
根
ざ
し
た
様
々
な
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　
８
月
に
開
催
し
た
『
朝
山
こ
ど
も

食
堂
』
で
は
、地
元
の
農
産
物
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
朝
山
地
区
で
採
れ

た
米
や
野
菜
を
使
っ
た
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
と
サ
ラ
ダ
、
す
い
か
を
み
な
み
小

学
校
の
児
童
、
朝
山
幼
稚
園
の
園
児

に
提
供
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
月
に
は
『
年
金
カ
フ
ェ
』

を
オ
ー
プ
ン
し
、
地
域
を
越
え
て
約

30
人
の
お
客
さ
ん
が
来
店
し
ま
し
た
。

こ
の
カ
フ
ェ
は
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
他

の
支
部
で
開
催
さ
れ
て
い
る
カ
フ
ェ

を
参
考
に
し
、
朝
山
支
部
で
は
支
店

の
来
店
者
数
が
多
く
な
る
年
金
の
日

に
開
催
し
、
来
店
者
か
ら
も
大
好
評

で
し
た
。

　
他
に
も
2
月
に
は
、
朝
山
コ
ミ
セ

ン
の
「
ふ
れ
あ
い
支
援
部
」
が
、
み

な
み
小
学
校
の
1
年
生
と
2
年
生
を

対
象
に
開
催
し
た
『
豆
腐
つ
く
り
体

験
』
に
協
力
員
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
日
は
、
1
年
生
1１
人
と
2

年
生
9
人
、
コ
ミ
セ
ン
や
学
校
関
係

者
、
女
性
部
員
、
J
A
職
員
ら
が
参

加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
に
分
か
れ

豆
腐
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
児
童
た

ち
は
液
体
だ
っ
た
豆
乳
が
に
が
り
に

よ
っ
て
固
ま
り
、
完
成
し
た
豆
腐
を

見
て
大
興
奮
し
て
い
ま
し
た
。
体
験

終
了
後
に
は
女
性
部
員
が
余
っ
た
大

豆
を
使
い
、
み
そ
を
作
り
小
学
校
へ

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
み
そ
の
食

べ
頃
は
秋
以
降
の
予
定
で
す
。

　
同
支
部
の
今
岡
支
部
長
は
「
こ
れ

か
ら
も
地
元
の
人
た
ち
や
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
沢
山

見
ら
れ
る
活
動
と
地
域
作
り
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
話

し
ま
す
。

支
部
長 
今
岡 

麻
喜
子
さ
ん

　
女
性
部
西
部
地
区
は
２
月
２７
日
、
女
性
部

全
体
で
の
運
動
会
が
開
催
出
来
な
く
な
っ
た
代

わ
り
に
体
を
動
か
し
部
員
同
士
の
親
睦
を
深
め

る
活
動
と
し
て
、
高
松
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　『
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
』
と
は
、
氷
上
で
行
わ
れ

る
『
カ
ー
リ
ン
グ
』
を
フ
ロ
ア
ー
で
手
軽
に
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
新
し

い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。こ
の
日
は
、出
雲
市
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
の
板
垣
謙
二
さ
ん
を
講
師
に
招

き
、
ル
ー
ル
説
明
や
投
球
の
方
法
を
教
わ
り
、

３
人
で
１
チ
ー
ム
と
な
り
対
戦
し
ま
し
た
。

　
ほ
と
ん
ど
の
女
性
部
員
が
カ
ロ
ー
リ
ン
グ

を
行
う
の
が
初
め
て
で
、
力
加
減
や
狙
い
を

定
め
る
の
に
苦
戦
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
会

場
内
は
笑
い
と
歓
声
で
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　
体
を
動
か
し
た
後
は
西
部
地
区
役
員
が
準

備
し
た
豚
汁
と
お
に
ぎ
り
を
食
べ
て
楽
し
く

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
参
加
し
た
女
性
部
員

か
ら
は
「
久
し
ぶ
り

に
み
ん
な
で
集
ま
っ

て
体
を
動
か
し
て
、

笑
っ
て
、
食
べ
て
楽

し
い一日
だ
っ
た
。
ま

た
来
年
も
あ
る
と
良

い
ね
」
と
話
し
ま
し

た
。

カローリングを行う様子

楽しく作業するフレミズ会員

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
出
雲

み
そ
作
り
に
挑
戦

体
を
動
か
し
親
睦
深
め
る

女
性
部
西
部
地
区



女性部活動レポートIZUMO Information

NISA口座開設月 特典判定日 特典振込日 NISA口座開設月 特典判定日 特典振込日
令和６年１月 令和６年８月末 令和６年９月以降 令和６年９月 令和７年４月末 令和７年５月以降
令和６年２月 令和６年９月末 令和６年10月以降 令和６年10月 令和７年５月末 令和７年６月以降
令和６年３月 令和６年10月末 令和６年11月以降 令和６年11月 令和７年６月末 令和７年７月以降
令和６年４月 令和６年11月末 令和６年12月以降 令和６年12月 令和７年７月末 令和７年８月以降
令和６年５月 令和６年12月末 令和７年１月以降 令和７年１月 令和７年８月末 令和７年９月以降
令和６年６月 令和７年１月末 令和７年２月以降 令和７年２月 令和７年９月末 令和７年10月以降
令和６年７月 令和７年２月末 令和７年３月以降 令和７年３月 令和７年10月末 令和７年11月以降
令和６年８月 令和７年３月末 令和７年４月以降

特典にかかる留意事項（はじめてのNISA応援特典）
●特典対象の判定および、お振込み日については下記のとおりとなります。なお、特典判定日においてNISA口座
が解約されていた場合、特典対象外とします。●確認できた方を対象にご指定の投信引落口座へお振込みいたしま
す。●特典は一時所得と考えられ、確定申告が必要な場合があります。詳しくは税理士等の専門家にご相談の上ご
確認ください。●本特典は申込状況に応じ、前倒しで終了させていただくことがあります。●スポット購入は同月
（約定日基準）に複数回成約した場合、同月の取引分を合算した金額を対象といたします。

投資信託に関してご留意いただきたい事項
投資信託に関してご留意いただきたい事項　●投資信託は預貯金とは異なり、元本の保証はありません。●投資信託は
預金保険・貯金保険の対象ではありません。●JAバンクが取り扱う投資信託は、投資者保護基金の対象ではありませ
ん。●JAバンクは投資信託の販売会社であり、投資信託の設定・運用は投資信託会社が行います。●投資信託は国内
外の有価証券等で運用されるため、信託財産に組み入れられた株式・債券・REIT等の値動きや為替変動に伴うリスク
があります。このため、投資信託資産の価値が投資元本を下回るリスク等は、投資信託の購入者に帰属します。詳しく
は、契約締結前交付書面、投資信託説明書（交付目論見書）でご確認ください。●投資信託運用による利益および損失
は、投資信託の購入者に帰属します。●一部の投資信託には、特定日にしか換金できないものがあります。●投資信託
の購入から換金・償還までの間に、直接または間接的にご負担いただく代表的な費用等には以下のものがあります。な
お、これらの手数料等は、ファンド・購入金額により異なるため、具体的な金額・計算方法を記載することができませ
ん。各投資信託の手数料等の詳細は契約締結前交付書面、投資信託説明書（交付目論見書）でご確認ください。
○購入時：購入時手数料がかかるファンドがあります。○運用期間中：運用管理手数料（信託報酬・管理報酬等）が日々
信託財産から差し引かれます。○換金時：信託財産留保額がかかるファンドがあります。また外貨に両替して購入・換
金するファンドには、上記の各種手数料等とは別に為替手数料がかかります。
●お申込みにあたっては、契約締結前交付書面、投資信託説明書（交付目論見書）を十分お読みいただき、内容をご確
認の上、ご自身でご判断ください。

NISAに関してご留意いただきたい事項　●NISA口座は同一年において1人1口座だけ開設できます。複数の金融機
関で開設はできませんのでご注意ください。ただし、金融機関の変更は可能です。●NISA口座の申込書が複数の金
融機関にそれぞれ提出されると、税務署における確認に時間を要し、NISA口座の開設に相当の期間を要する場合や、
NISA口座が開設できない場合があります。●口座開設の手続き・留意事項はJA窓口でお尋ねください。他の金融機関
でNISA口座をすでにお持ちの場合は手続きが異なります。お手続き留意事項はJA窓口でお尋ねください。●NISA口
座や課税口座の開設に関する最終的な判断はお客さまご自身で行っていただきますようお願いします。●具体的な税法
上の取扱い等につきましては、税理士や税務署等にご相談ください。

島根県農業協同組合 登録金融機関 中国財務局長（登金）第 170 号

お問い合わせ先（投資信託取扱い店舗）

くにびき支店（くにびき統括支店内） ……☎ 0852-55-3028
安来東支店 …………………………☎ 0854-22-2243
雲南支店（雲南統括支店内） ……☎ 0854-42-9111
出雲支店 ………………………………☎ 0853-21-6032

斐川支店（荘原支店内） …………☎ 0853-72-0049
大田北支店（石見銀山統括支店内） …☎ 0854-82-7333
瑞穂支店 ………………………………☎ 0855-83-1131
浜田支店 ………………………………☎ 0855-22-8825

益田中央支店 ……☎ 0856-24-1870
本店証券管理課 …☎ 0852-67-7753
※詳細は、お近くの投資信託取扱い店舗へお問い
合わせください。（隠岐、隠岐どうぜん地区にお
住まいの方は、本店へお問い合わせください。）

◆本特典にかかる申込は不要です。

最大3,000円プレゼント！

はじめてのNISA
応援特典

令和6年1/1㈪▶令和7年3/31㈪期間

Ⓒよりぞう

【NISA口座開設特典】
期間内にJAしまねではじめて
NISA口座を開設された方に
1,000円プレゼント！

【投資信託購入特典】
左記NISA口座開設に加え、NISA口
座開設が属する月の７か月後までに
合計30,000円以上ご購入いただくと

2,000円プレゼント！

上記店舗以外は投信取扱い店舗ではございません。詳細は、投信取扱い店舗より説明させていただきます。
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J
A
し
ま
ね
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
出
雲

は
1
月
31
日
、
ラ
ピ
タ
本
店
ふ
れ
あ
い

の
家
『
縁
』
で
み
そ
作
り
体
験
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
フ
レ
ミ
ズ
会
員
や
ス

タ
ッ
フ
な
ど
総
勢
15
名
が
参
加
。
蒸
し

た
大
豆
を
鉢
で
す
り
潰
し
、
麹
と
塩
と

大
豆
の
煮
汁
を
混
ぜ
合
わ
せ
各
自
が

持
っ
て
き
た
容
器
に
詰
め
ま
し
た
。
仕

込
ん
だ
み
そ
は
、
今
年
の
秋
ご
ろ
が
食

べ
ご
ろ
で
す
。

　
作
業
が
終
わ
る
と
、
昨
年
フ
レ
ミ
ズ

会
員
が
作
っ
た
み
そ
を
使
い
、『
家
の
光
』

に
掲
載
さ
れ
た
「
み
そ
玉
」
作
り
に
も
初

挑
戦
。
お
昼
ご
は
ん
は
、
み
そ
玉
味
噌
汁

と
大
小
様
々
な
焼
き
お
に
ぎ
り
で
楽
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
簡
単
に
作
れ
る
の
で
、
家
で
も
や
っ
て

み
る
」
と
大

好
評
で
し

た
。

　
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ズ

出
雲
で
は
、

今
後
も
楽

し
く
魅
力

の
あ
る
活

動
を
行
う

予
定
で
す
。

朝
山
支
部 

サ
ー
ク
ル
紹
介

　
出
雲
女
性
部
朝
山
支
部
は
現
在
１

２
０
人
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
主

に
J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
朝
山

支
店
を
活
動
場
所
と
し
て
、
コ
ミ
セ

ン
や
小
学
校
と
連
携
を
取
り
な
が
ら

地
域
に
根
ざ
し
た
様
々
な
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　
８
月
に
開
催
し
た
『
朝
山
こ
ど
も

食
堂
』
で
は
、地
元
の
農
産
物
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
朝
山
地
区
で
採
れ

た
米
や
野
菜
を
使
っ
た
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
と
サ
ラ
ダ
、
す
い
か
を
み
な
み
小

学
校
の
児
童
、
朝
山
幼
稚
園
の
園
児

に
提
供
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
月
に
は
『
年
金
カ
フ
ェ
』

を
オ
ー
プ
ン
し
、
地
域
を
越
え
て
約

30
人
の
お
客
さ
ん
が
来
店
し
ま
し
た
。

こ
の
カ
フ
ェ
は
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
他

の
支
部
で
開
催
さ
れ
て
い
る
カ
フ
ェ

を
参
考
に
し
、
朝
山
支
部
で
は
支
店

の
来
店
者
数
が
多
く
な
る
年
金
の
日

に
開
催
し
、
来
店
者
か
ら
も
大
好
評

で
し
た
。

　
他
に
も
2
月
に
は
、
朝
山
コ
ミ
セ

ン
の
「
ふ
れ
あ
い
支
援
部
」
が
、
み

な
み
小
学
校
の
1
年
生
と
2
年
生
を

対
象
に
開
催
し
た
『
豆
腐
つ
く
り
体

験
』
に
協
力
員
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
日
は
、
1
年
生
1１
人
と
2

年
生
9
人
、
コ
ミ
セ
ン
や
学
校
関
係

者
、
女
性
部
員
、
J
A
職
員
ら
が
参

加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
に
分
か
れ

豆
腐
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
児
童
た

ち
は
液
体
だ
っ
た
豆
乳
が
に
が
り
に

よ
っ
て
固
ま
り
、
完
成
し
た
豆
腐
を

見
て
大
興
奮
し
て
い
ま
し
た
。
体
験

終
了
後
に
は
女
性
部
員
が
余
っ
た
大

豆
を
使
い
、
み
そ
を
作
り
小
学
校
へ

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
み
そ
の
食

べ
頃
は
秋
以
降
の
予
定
で
す
。

　
同
支
部
の
今
岡
支
部
長
は
「
こ
れ

か
ら
も
地
元
の
人
た
ち
や
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
沢
山

見
ら
れ
る
活
動
と
地
域
作
り
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
話

し
ま
す
。

支
部
長 

今
岡 

麻
喜
子
さ
ん

　
女
性
部
西
部
地
区
は
２
月
２７
日
、
女
性
部

全
体
で
の
運
動
会
が
開
催
出
来
な
く
な
っ
た
代

わ
り
に
体
を
動
か
し
部
員
同
士
の
親
睦
を
深
め

る
活
動
と
し
て
、
高
松
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　『
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
』
と
は
、
氷
上
で
行
わ
れ

る
『
カ
ー
リ
ン
グ
』
を
フ
ロ
ア
ー
で
手
軽
に
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
新
し

い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。こ
の
日
は
、出
雲
市
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
の
板
垣
謙
二
さ
ん
を
講
師
に
招

き
、
ル
ー
ル
説
明
や
投
球
の
方
法
を
教
わ
り
、

３
人
で
１
チ
ー
ム
と
な
り
対
戦
し
ま
し
た
。

　
ほ
と
ん
ど
の
女
性
部
員
が
カ
ロ
ー
リ
ン
グ

を
行
う
の
が
初
め
て
で
、
力
加
減
や
狙
い
を

定
め
る
の
に
苦
戦
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
会

場
内
は
笑
い
と
歓
声
で
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　
体
を
動
か
し
た
後
は
西
部
地
区
役
員
が
準

備
し
た
豚
汁
と
お
に
ぎ
り
を
食
べ
て
楽
し
く

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
参
加
し
た
女
性
部
員

か
ら
は
「
久
し
ぶ
り

に
み
ん
な
で
集
ま
っ

て
体
を
動
か
し
て
、

笑
っ
て
、
食
べ
て
楽

し
い一日
だ
っ
た
。
ま

た
来
年
も
あ
る
と
良

い
ね
」
と
話
し
ま
し

た
。

カローリングを行う様子

楽しく作業するフレミズ会員

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
出
雲

み
そ
作
り
に
挑
戦

体
を
動
か
し
親
睦
深
め
る

女
性
部
西
部
地
区
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職
員
人
事
異
動

職
員
人
事
異
動

令
和
６
年
３
月
１
日
付

経
営
機
構
順

係
長
以
上

令
和
6
年
3
月
1
日
付
人
事
異
動
に
伴
う
複
合
渉
外
員
の
配
属
先
に
つ
い
て
は
、

広
報
誌
4
月
号
に
掲
載
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

佐
田
尾　

豊

営
農
部

福
島　

浩
司

岡　

真
彦

佐
藤　

知
佳

竹
下　

育
男

岩
成　

勇
策

山
田　

貴
幸

三
上　

敏
弘

石
飛　

隆
幸

落
合　

由
男

小
野　

智
子

兵
庫　

陽
子

本
店

営
農
部
総
合
指
導
課
長

本
店
金
融
部
金
融
相
談
課
兼

資
金
部
証
券
管
理
課

本
店
総
務
部
総
務
課

本
店
営
農
対
策
部
営
農
企
画
課

本
店
経
済
部
経
済
課

本
店
信
用
共
済
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
中
部
セ
ン
タ
ー

（
共
済
ト
レ
ー
ナ
ー
）

斐
川
地
区
本
部
伊
波
野
支
店
兼

出
西
支
店
長
補
佐

本
店
人
事
部
人
事
課
長

本
店
信
用
共
済
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー

中
部
セ
ン
タ
ー
長

本
店
共
済
部
共
済
企
画
課
長

本
店
金
融
部
金
融
相
談
課
長
補
佐

本
店
金
融
部
金
融
相
談
課
長

（
営
農
部
生
産
資
材
課
長
）

（
出
雲
支
店
貯
金
課
投
信
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）

（
企
画
総
務
部
ふ
れ
あ
い
福
祉
課
係
長
）

（
企
画
総
務
部
企
画
管
理
課
）

（
出
雲
統
括
支
店
自
動
車
安
心
サ
ポ
ー

ト
課
係
長
）

（
出
雲
統
括
支
店
渉
外
推
進
課
複
合
渉

外
ト
レ
ー
ナ
ー
）

（
南
部
ブ
ロッ
ク
佐
田
支
店
長
代
理
兼

金
融
課
長
兼
共
済
課
長
）

（
企
画
総
務
部
人
事
課
長
）

（
西
部
ブ
ロッ
ク
推
進
課
長
）

（
東
部
ブ
ロッ
ク
推
進
課
長
）

（
河
南
ブ
ロッ
ク
湖
陵
支
店
長
代
理
兼

金
融
課
長
兼
共
済
課
長
兼
金
融
係
長
）

（
出
雲
統
括
支
店
渉
外
推
進
課
長
）

中
尾　

正
人

杉
谷　

道
雄

渡
部　

良
治

企
画
総
務
部

伊
藤　

広
幸

成
相　

誠

鳥
屋
尾
貴
之

今
岡　

和
也

池
田　

貴
史

錦
織　

孝
司

生
活
部

阿
式　

秀
典

自
動
車
燃
料
部

神
田　

圭
司

綿
貫　

幸
生

森
山　

孝
介

玉
木　

祥
治

後
藤　

浩
行

原
　

崇

常
松　

靖
行

企
画
総
務
部
付

（
㈲
J
A
ア
グ
リ
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
出
向
）

企
画
総
務
部
人
事
課
長
《
管
理
職
登
用
》

企
画
総
務
部
事
務
セ
ン
タ
ー
長

生
活
部
店
舗
管
理
課
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

生
活
部
店
舗
管
理
課
長
補
佐

生
活
部
ラ
ピ
タ
み
な
み
店
長

生
活
部
ラ
ピ
タ
大
社
店
長

生
活
部
店
舗
企
画
課
長
補
佐

生
活
部
ラ
ピ
タ
本
店
生
活
課
係
長

自
動
車
燃
料
部
ガ
ス
セ
ン
タ
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

営
農
部
生
産
資
材
課
係
長
《
昇
進
》

営
農
部
販
売
開
発
課
係
長
《
昇
進
》

営
農
部
営
農
企
画
課
係
長

営
農
部
総
合
指
導
課
特
産
係
長
兼
営
農
指
導
員

兼
G
A
P
推
進
リ
ー
ダ
ー

営
農
部
販
売
開
発
課
係
長

営
農
部
次
長
兼
畜
産
課
長

営
農
部
生
産
資
材
課
長
《
管
理
職
登
用
》

（
企
画
総
務
部
次
長
兼
事
務
セ
ン
タ
ー

長
）

（
企
画
総
務
部
情
報
シ
ス
テ
ム
課
長
代
理

兼
係
長
）

（
出
雲
支
店
出
雲
市
役
所
支
店
長
）

（
生
活
部
ラ
ピ
タ
本
店
食
品
日
雑
課

マ
ネ
ー
ジ
ャ
―
）

（
生
活
部
店
舗
管
理
課
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

（
生
活
部
店
舗
企
画
課
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

（
生
活
部
ラ
ピ
タ
み
な
み
店
長
）

（
生
活
部
ラ
ピ
タ
大
社
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TAC・営農センター職員紹介

営農部総合指導課（TAC）

南部営農センター

綿貫　真吾
080-2914-8449

佐田尾　豊

河村　壮真
080-2914-8454

大社地区
ぶどう

梶谷　宏樹
080-2914-8452
西部ブロック
特　産

梶谷　慎吾
080-2914-8455
高松・大社地区
農　産

080-2914-8437
塩冶・四絡地区

高浜地区
高橋　恵子安部　友恵

080-2914-8438
上津・大津・今市地区

小村　　晃
080-2914-8436
川跡・鳶巣地区

GAP推進
ぶどう・畜産

農　産特　産

080-2914-8443
灘分地区

廣戸　大訓長廻　涼平
080-2914-8442

平田地区

事務所所在地

多久和雄輔
080-2914-8445

桧山地区
農　産特　産 柿

090-4652-7500
伊野地区

遠藤　優太福田　　廉
080-2914-8461
国富・久多美・佐香地区

原　友莉恵
080-2914-8446
東・西田・鰐淵・北浜地区

特　産畜産・特産 特　産

080-2914-8451
大社・長浜地区

農産

吉川　美月

080-2914-8462
神西地区

永井　裕二
080-2914-8476

多伎地区
きゅうり・大根いちじく

今岡　翔哉

080-2914-8459
神門・古志地区

中上冴恵子
080-2914-8463

湖陵地区
梨甘藷

河上　　晃
今岡　尚樹
080-2914-8467080-2914-8465

乙立・佐田地区

内藤理恵子
080-2914-8469
朝山・稗原地区

春日　慎也
080-2914-8470
南部ブロック(畜産） 南部地区

特　産特　産畜　産 農産・特産

加田　芳久 板垣　良志

落合　結依
080-2914-8440
西部・河南ブロック

080-2914-8471
中部・河南・南部ブロック

落合　　稔

出雲市今市町106-1
電話番号

0853-21-6038
0853-21-6042

事務所所在地
出雲市姫原町126
出雲地区本部2階
電話番号

0853-31-9055

事務所所在地
出雲市平田町7158

電話番号
0853-62-9059

事務所所在地
出雲市佐田町反邊１５８７-１

電話番号
0853-84-0213

センター長センター長代理

業務用携帯番号
氏　名

写真

担当地区
担当品目

堀内　達生

センター長

課長マネージャー

080-2914-8456
高松・長浜地区

河瀬　浩隆

ぶどう

センター長代理

山根　泰成

センター長
センター長代理

石飛　　修

センター長
センター長代理係長

080-2914-8447

中部営農センター

東部営農センター

西部営農センター

河南営農センター

常松　美幸

センター長センター長代理係長中部・東部ブロック

業務用携帯にお気軽にご相談、お問い合わせください。 令和6年3月1日現在

事務所所在地
出雲市湖陵町差海63-2

電話番号
0853-43-7007

事務所所在地
出雲市大社町北荒木1174-1

電話番号
0853-53-2168
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メニューの一例

●特産振興施設等整備事業
　果樹、野菜などの生産に必要となる機械の購入費や
　施設整備費を補助。
●産地維持対策事業
　ハウスの長寿命化、高度化の施工費等を補助。

２ 特産振興事業
出雲市が誇る特産品の産地維持・
拡大を担うみなさんを支援します。

メニューの一例

●集落営農組織推進事業
　トラクター、田植機、コンバインの購入費を補助。
●経営多角化支援事業
　水稲育苗及び高収益作物生産のためのハウス建設を補助。
●水田活用推進事業
　水田園芸作物の生産に必要となる機械の購入費を補助。

地域ごとに抱える課題の解決を支援します。

●ハウスの維持・修繕に対する支援（出雲・斐川）　　●認定農業者の法人化支援（斐川）
●集落営農組織の後継者育成支援（出雲・斐川）　　　●青色申告への取組支援（出雲）
●獣害発生圃場における次期作支援事業（出雲）　　　●菜の花、チューリップ振興支援（斐川）
●水田均平化作業委託支援事業（斐川）

一例

「かけはし事業」の支援内容やメニューについて

令和６年度「かけはし事業」のスケジュール

相談申請先

１ 農産振興事業
集落営農組織や認定農業者など、
地域の農業の核となる担い手を支援します。

５ 出雲・斐川独自事業

メニューの一例

●短期雇用支援事業
　労働力募集アプリによる短期雇用の必要経費を補助。
●集落営農組織次世代人材確保応援事業
　新たな専従者・雇用者の研修費等を補助。

４ 特認事業
担い手確保支援や、中山間地域の
小規模農家を支援します。

メニューの一例

●畜産基盤整備推進事業
　飼養環境改善等を目的とした機械整備費を補助。
●市内産飼料利用定着化促進事業
　市内で生産された飼料用米、WCSの購入費を補助。

３ 畜産振興事業
畜産経営基盤の強化に取り組む畜産農家の
みなさんの経営コスト低減等を支援します。

予算枠には限りがあります。相談･申請はお早めに！！
※本事業は、出雲市議会での令和６年度予算成立を受けて実施します。
※その他の事業メニューや要件などの詳細については、JA 各営農センターまたは市役所にお問い合わせください。

●出雲市役所農業振興課
●最寄りのJA出雲地区本部各営農センター
　又は JAしまね出雲地区本部営農企画課 

令和6年申請〆切
審査会

事業認定

5 月下旬

6 月上旬予定
4月 19日（金）

※予算の執行状況により、追加募集を行う場合があります。

Tel (0853)21-6557　Fax (0853)21-6998

Tel (0853)21-6041　Fax (0853)21-6075

新出雲農業チャレンジ事業

JAしまね  令和６年度

（出雲市補助事業）

〇担い手の支援

国のスマート農業実証プロジェクト等で実証した機械・設備の導入に必要な経費

環境にやさしい農業に必要と認められる機械・設備の導入に必要な経費

今後普及が期待される品目の試験研究費、機械・設備の導入に必要な経費

農地法面等への芝吹付委託・植栽等に要する経費、除草機械導入に必要な経費

中山間地域農業の課題解決に資する取組に必要な経費（ハード・ソフト）

中山間地域の農村環境保全に係る調査研究活動に必要な経費

美味しまね認証等の GAP 認証取得に必要な経費

遊休農地の再生利用（更地化）に必要な経費

認定新規就農者の、ほ場、機械・施設に係る賃借料

労働力確保に係る調査研究活動に必要な経費、農福連携の取組推進に係る経費

スマート農業推進事業

環境にやさしい農業推進事業

GAP 認証取得支援事業

チャレンジ品目生産支援事業

中山間地域除草作業省力化事業

中山間地域農業課題解決メソッド提案事業

中山間地域農村環境保全活動支援事業

遊休農地利活用事業

新規就農支援事業

労働力確保推進事業

〇モデル的・先駆的取組の支援

〇中山間地域農業の支援

事業メニュー 支援内容

※各事業の詳細については、下記までお問い合わせください。

※予算の執行状況に応じて
　追加募集を行う場合があります。4月 30日（火）まで令和6年募集期間

【問い合わせ先】 出雲市役所農業振興課　Tel (0853)21-6557　Fax (0853)21-6998
※本事業は、出雲市議会での令和6年度予算成立を受けて実施します。

NEW

NEW

NEW

「店舗職員採用」募集要項について
（令和7年4月採用）

以下のとおり職員（店舗職員）採用選考試験を行います。

【個人情報の取り扱いについて】
ご提出いただいた個人情報については、島根県農業協同組合職員採用目的にのみ使用し、漏洩、滅失、毀損の防止等、安全管理のために必要な措置を適切に行います。

企画総務部　人事課　担当：杉谷、塩野　〒693-8585 出雲市今市町106番地1　TEL：0853-21-6012　FAX：0853-21-6005

募 集 区 分
応 募 資 格

採用予定者数
職 種
応募受付期間

応 募 方 法

選 考 方 法

初 任 給
休 日 休 暇

勤 務 時 間

◆
◆

◆
◆
◆

◆

◆

◆
◆

◆

：
：

：
：
：

：

：

：
：

：

出雲地区本部採用
①令和7年3月大学院・大学・短大・高専・専修学校卒業見込の方
②大学院・大学・短大・高専・専修学校を卒業して３年以内の方
５名
JAしまね出雲地区本部が行う生活購買事業（ラピタ）の店舗運営業務（商品・売場管理、販売促進等）
①一次募集期間／令和6年3月1日（金）から 3月29日（金）
②二次募集期間／令和6年5月7日（火）から 5月31日（金）
JAしまねホームページ採用情報から応募申込（マイナビ画面よりエントリー）

①一次選考／Web上での適性検査、集団面接
②二次選考／面接試験（一次合格者に別途通知）　
店舗職員／163,200円（大卒）　158,000円（短大・高専・専修卒）
月8日（2月は7日）、指定休5日（年間休日日数101日／2023年度実績）
年次有給休暇、慶弔休暇、産前産後休暇、育児休業、配偶者出産休暇、介護休暇、介護休業、看護休暇
8.0時間／1日（4.0時間勤務が月に２回）　休憩時間：1時間15分
月間変形労働時間制による当番制シフト有り

JAしまねホームページは
こちらから→

●出雲地区本部　店舗職員を選択しエントリーしてください
●採用試験実施スケジュール
●験会場等はエントリー画面以降に詳細情報を記載

島根県農業協同組合　出雲地区本部

IZUMO InformationIZUMO Information
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メニューの一例

●特産振興施設等整備事業
　果樹、野菜などの生産に必要となる機械の購入費や
　施設整備費を補助。
●産地維持対策事業
　ハウスの長寿命化、高度化の施工費等を補助。

２ 特産振興事業
出雲市が誇る特産品の産地維持・
拡大を担うみなさんを支援します。

メニューの一例

●集落営農組織推進事業
　トラクター、田植機、コンバインの購入費を補助。
●経営多角化支援事業
　水稲育苗及び高収益作物生産のためのハウス建設を補助。
●水田活用推進事業
　水田園芸作物の生産に必要となる機械の購入費を補助。

地域ごとに抱える課題の解決を支援します。

●ハウスの維持・修繕に対する支援（出雲・斐川）　　●認定農業者の法人化支援（斐川）
●集落営農組織の後継者育成支援（出雲・斐川）　　　●青色申告への取組支援（出雲）
●獣害発生圃場における次期作支援事業（出雲）　　　●菜の花、チューリップ振興支援（斐川）
●水田均平化作業委託支援事業（斐川）

一例

「かけはし事業」の支援内容やメニューについて

令和６年度「かけはし事業」のスケジュール

相談申請先

１ 農産振興事業
集落営農組織や認定農業者など、
地域の農業の核となる担い手を支援します。

５ 出雲・斐川独自事業

メニューの一例

●短期雇用支援事業
　労働力募集アプリによる短期雇用の必要経費を補助。
●集落営農組織次世代人材確保応援事業
　新たな専従者・雇用者の研修費等を補助。

４ 特認事業
担い手確保支援や、中山間地域の
小規模農家を支援します。

メニューの一例

●畜産基盤整備推進事業
　飼養環境改善等を目的とした機械整備費を補助。
●市内産飼料利用定着化促進事業
　市内で生産された飼料用米、WCSの購入費を補助。

３ 畜産振興事業
畜産経営基盤の強化に取り組む畜産農家の
みなさんの経営コスト低減等を支援します。

予算枠には限りがあります。相談･申請はお早めに！！
※本事業は、出雲市議会での令和６年度予算成立を受けて実施します。
※その他の事業メニューや要件などの詳細については、JA 各営農センターまたは市役所にお問い合わせください。

●出雲市役所農業振興課
●最寄りのJA出雲地区本部各営農センター
　又は JAしまね出雲地区本部営農企画課 

令和6年申請〆切
審査会

事業認定

5 月下旬

6 月上旬予定
4月 19日（金）

※予算の執行状況により、追加募集を行う場合があります。

Tel (0853)21-6557　Fax (0853)21-6998

Tel (0853)21-6041　Fax (0853)21-6075

新出雲農業チャレンジ事業

JAしまね  令和６年度

（出雲市補助事業）

〇担い手の支援

国のスマート農業実証プロジェクト等で実証した機械・設備の導入に必要な経費

環境にやさしい農業に必要と認められる機械・設備の導入に必要な経費

今後普及が期待される品目の試験研究費、機械・設備の導入に必要な経費

農地法面等への芝吹付委託・植栽等に要する経費、除草機械導入に必要な経費

中山間地域農業の課題解決に資する取組に必要な経費（ハード・ソフト）

中山間地域の農村環境保全に係る調査研究活動に必要な経費

美味しまね認証等の GAP 認証取得に必要な経費

遊休農地の再生利用（更地化）に必要な経費

認定新規就農者の、ほ場、機械・施設に係る賃借料

労働力確保に係る調査研究活動に必要な経費、農福連携の取組推進に係る経費

スマート農業推進事業

環境にやさしい農業推進事業

GAP 認証取得支援事業

チャレンジ品目生産支援事業

中山間地域除草作業省力化事業

中山間地域農業課題解決メソッド提案事業

中山間地域農村環境保全活動支援事業

遊休農地利活用事業

新規就農支援事業

労働力確保推進事業

〇モデル的・先駆的取組の支援

〇中山間地域農業の支援

事業メニュー 支援内容

※各事業の詳細については、下記までお問い合わせください。

※予算の執行状況に応じて
　追加募集を行う場合があります。4月 30日（火）まで令和6年募集期間

【問い合わせ先】 出雲市役所農業振興課　Tel (0853)21-6557　Fax (0853)21-6998
※本事業は、出雲市議会での令和6年度予算成立を受けて実施します。

NEW

NEW

NEW

「店舗職員採用」募集要項について
（令和7年4月採用）

以下のとおり職員（店舗職員）採用選考試験を行います。

【個人情報の取り扱いについて】
ご提出いただいた個人情報については、島根県農業協同組合職員採用目的にのみ使用し、漏洩、滅失、毀損の防止等、安全管理のために必要な措置を適切に行います。

企画総務部　人事課　担当：杉谷、塩野　〒693-8585 出雲市今市町106番地1　TEL：0853-21-6012　FAX：0853-21-6005

募 集 区 分
応 募 資 格

採用予定者数
職 種
応募受付期間

応 募 方 法

選 考 方 法

初 任 給
休 日 休 暇

勤 務 時 間

◆
◆

◆
◆
◆

◆

◆

◆
◆

◆

：
：

：
：
：

：

：

：
：

：

出雲地区本部採用
①令和7年3月大学院・大学・短大・高専・専修学校卒業見込の方
②大学院・大学・短大・高専・専修学校を卒業して３年以内の方
５名
JAしまね出雲地区本部が行う生活購買事業（ラピタ）の店舗運営業務（商品・売場管理、販売促進等）
①一次募集期間／令和6年3月1日（金）から 3月29日（金）
②二次募集期間／令和6年5月7日（火）から 5月31日（金）
JAしまねホームページ採用情報から応募申込（マイナビ画面よりエントリー）

①一次選考／Web上での適性検査、集団面接
②二次選考／面接試験（一次合格者に別途通知）　
店舗職員／163,200円（大卒）　158,000円（短大・高専・専修卒）
月8日（2月は7日）、指定休5日（年間休日日数101日／2023年度実績）
年次有給休暇、慶弔休暇、産前産後休暇、育児休業、配偶者出産休暇、介護休暇、介護休業、看護休暇
8.0時間／1日（4.0時間勤務が月に２回）　休憩時間：1時間15分
月間変形労働時間制による当番制シフト有り

JAしまねホームページは
こちらから→

●出雲地区本部　店舗職員を選択しエントリーしてください
●採用試験実施スケジュール
●験会場等はエントリー画面以降に詳細情報を記載

島根県農業協同組合　出雲地区本部

IZUMO InformationIZUMO Information
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〒693-8585
出雲市今市町106番地1
JAしまね出雲地区本部内
「広報誌JAしまねびより」編集係 宛

あ
て
先

izumokouhou.izm@ja-shimane.gr.jp
メールでの投稿も大歓迎！

読者のみなさんからの投稿コーナーです。
最近あった「楽しかったこと」「最近思うこ
と」「感動したこと」…ぜひお聞かせくださ
い。写真や絵手紙・イラストも大募集！！

　かわとチャレンジくらぶ　和太鼓くらぶ「響」
は川跡コミュニティセンターの地域活動として平
成 19 年に結成し、今年で 18年目になりました。
メンバーは北陽小学校の 1 年生から 6 年生まで
の男女 15人で、「仲良く・楽しく・元気よく！！」
をスローガンに月2回、川跡コミュニティセンター
で楽しく練習をしています。
　高齢者福祉施設のイベントや地域のお祭りや、
各種イベントで発表を行い、迫力のある演奏で
皆さんに元気と笑顔を届けています。また、ＪＡ
しまね川跡支店の「川跡農業まつり」でのオー
プニング演奏は恒例行事となっており、練習の
成果をたくさんの人の前で発表することで、子ど
もたちの「自信」と「積極性」も出てきました。
　子どもたちを指導する山根康秀先生と妹尾

2627

り
組
み
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い
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●
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然
に
触
れ
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然
に
囲
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子
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小
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
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す
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ね
。（
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A
さ
ん
）

Ｊ
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私
も
作
文
を
読
ん
で
、
子
ど
も
た

ち
の
観
察
力
や
表
現
力
に
感
心
し
ま
し
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然
に
触
れ
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何
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し
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●
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で
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役
で
豆
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け
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●
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つ
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深
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ま
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も
ら
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い
ま
す
。

「
あ
ぐ
り
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
」
の
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
様
な
子
ど
も
向
け

の
取
り
組
み
が
将
来
の
農
業
を
担
う
人
材

を
育
て
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
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も
充
実
し
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取
り
組
み
を
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待
し
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い
ま

す
。
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J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
で
は

子
ど
も
た
ち
に
農
業
へ
興
味
・
関
心
を

持
っ
て
も
ら
い
、
ま
た
食
農
教
育
を
通
じ

て
安
心
安
全
の
食
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
今
後
も
同
様
の
取

輝
け！

いずもスマイル

健康ライフかわら版健康ライフかわら版

お問い合わせ先 出雲保健所　心の健康支援課　TEL 21-1653

和太鼓くらぶ「響」
かわとチャレンジくらぶ

『仲良く・楽しく・元気よく！！』

・食事…1日3食、規則正しく食べることで脳を活性化させます。また、楽しみながら食事をすることで、リラックス効果にもつながります。
・睡眠…睡眠には心身の疲労を回復する働きがあります。心と身体をゆっくり休めて、ストレスを溜め込まない役割を担います。
・運動…ウォーキング等の適度な運動は、満足感や解放感、リフレッシュ効果が得られます。
・ストレッチや入浴はリラックス効果もあり、ストレス解消に役立ちます。
・その他、「今の気持ちを書き出す」「趣味を持つ」「音楽を聴く」等、様々あります。

普段の生活の中で、小さな幸せはありますか。毎日を
元気に過ごすためにも、いつも頑張っている自分にご
褒美を与えることも大切です。

●
し
ま
ね
う
レ
シ
ピ
の
「
大
根
と
エ
ビ
の

中
華
風
ミ
ル
ク
炒
め
」
が
と
て
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う
で
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。
我
が
家
は
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す
。

（
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と
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味
し
そ
う
で
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。
我
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。
ア
レ
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思
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。

●
健
康
散
歩
に
帯
状
疱
疹
が
書
い
て
あ
り

ま
し
た
。
自
身
は
ま
だ
な
っ
た
事
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
周
り
で
は
発
症
し
た
人
を
多

く
聞
き
ま
す
。
日
々
の
体
調
管
理
に
気
を

付
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
船
津
町

　Y
・
K
さ
ん
）

Ｊ
Ａ…

私
も
今
ま
で
帯
状
疱
疹
の
事
を

あ
ま
り
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回

の
記
事
で
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
免
疫
力
を
低
下
さ
せ
な
い
た
め
に

も
、
日
々
の
健
康
管
理
を
大
切
に
し
ま

す
。

●
今
年
は
辰
で
す

（
塩
冶
有
原
町

　Y
・
Y
さ
ん
）

Ｊ
Ａ…

私
は
今
年
「
年
男
」
な
の
で
、

こ
の
絵
を
選
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

 

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
３
月
１
日
の
定

期
人
事
異
動
に
よ
り
、
広
報
誌
の
担
当

を
代
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
出
雲

地
区
本
部
の
広
報
担
当
と
し
て
半
年
と

い
う
短
い
期
間
で
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ

な
取
材
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ご
協

力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
ま
た
広
報
誌
を

読
ん
で
頂
い
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ストレス対処法のご紹介

プチhappyを取り入れてみませんか？

日々樹先生は「上級生が下級生を教えるなど、とても
仲が良く元気のある子どもたちです」と話します。同
コミュニティセンターで「響」の事務局を務める坂本
君代チーフは「和太鼓くらぶの活動を通じて、仲間と
の協調性や積極性、礼儀作法を身につけ、日本の伝
統文化の継承の大切さや『和』の心を伝えていって欲
しい」と話し、子どもたちの益々の成長と活躍を期待
しています。

ストレス対処法をお持ちですか？
　ストレスを感じた時、どのように対処していますか。ストレスとは、外部から何らかの刺激を受けた結果、身体が反応して「ゆがみ」や
「変調」をきたすことをいい、日常生活を送る中で、誰もが抱えるものです。ストレスが強いと心身に影響を及ぼすこともあります。し
かし、ストレスは悪いものばかりではなく、上手く付き合うことでモチベーションを高めたりとプラスに作用します。
　自分に合ったストレス対処法を身につけて、セルフケアを実践していきましょう。

◆心の健康相談（※予約制）：毎月2回　13時～14時半（日程は出雲保健所ホームページをご確認ください）
◆お酒の困りごと相談（※予約制）：毎月原則第2水曜日　9～11時
◆保健師による相談（随時）：電話や来所での相談を行っています。

例えば・・・

・美味しいものを食べに行く　・コンビニでスイーツを買う

・自分が欲しかったものを買う　等　

出雲保健所では、心の健康相談を受け付けていますのでご活用ください。

ホームページ

みんなの広場みんなの広場



〒693-8585
出雲市今市町106番地1
JAしまね出雲地区本部内
「広報誌JAしまねびより」編集係 宛

あ
て
先

izumokouhou.izm@ja-shimane.gr.jp
メールでの投稿も大歓迎！

読者のみなさんからの投稿コーナーです。
最近あった「楽しかったこと」「最近思うこ
と」「感動したこと」…ぜひお聞かせくださ
い。写真や絵手紙・イラストも大募集！！

　かわとチャレンジくらぶ　和太鼓くらぶ「響」
は川跡コミュニティセンターの地域活動として平
成 19 年に結成し、今年で 18年目になりました。
メンバーは北陽小学校の 1 年生から 6 年生まで
の男女 15人で、「仲良く・楽しく・元気よく！！」
をスローガンに月2回、川跡コミュニティセンター
で楽しく練習をしています。
　高齢者福祉施設のイベントや地域のお祭りや、
各種イベントで発表を行い、迫力のある演奏で
皆さんに元気と笑顔を届けています。また、ＪＡ
しまね川跡支店の「川跡農業まつり」でのオー
プニング演奏は恒例行事となっており、練習の
成果をたくさんの人の前で発表することで、子ど
もたちの「自信」と「積極性」も出てきました。
　子どもたちを指導する山根康秀先生と妹尾

2627

り
組
み
を
続
け
て
い
く
予
定
で
す
。

●
自
然
に
触
れ
、
自
然
に
囲
ま
れ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
情
に
感
心
し
な

が
ら
小
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
を

読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
す
ば
ら
し

い
作
品
で
す
ね
。（

多
伎
町

　R
・
A
さ
ん
）

Ｊ
Ａ…

私
も
作
文
を
読
ん
で
、
子
ど
も
た

ち
の
観
察
力
や
表
現
力
に
感
心
し
ま
し

た
。
普
段
子
ど
も
た
ち
が
自
然
に
触
れ
、

何
に
興
味
を
持
ち
、
何
を
思
う
の
か
、
と

て
も
勉
強
に
な
る
作
品
で
し
た
。

●
今
年
も
2
月
3
日
の
節
分
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
。
最
近
は
恵
方
巻
き
を
め
っ
き

り
作
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
ラ
ピ
タ
を
ぐ

る
ぐ
る
回
っ
て
品
定
め
し
て
買
お
う
と
思

い
ま
す
。

（
大
津
町

　Y
・
K
さ
ん
）

Ｊ
Ａ…

無
事
に
恵
方
巻
は
買
え
ま
し
た

か
？
我
が
家
に
は
小
学
生
と
保
育
園
の

男
の
子
が
い
ま
す
の
で
、
毎
年
で
す
が

と
て
も
賑
や
か
な
節
分
で
し
た
。
も
ち

ろ
ん
豆
ま
き
は
私
が
鬼
役
で
豆
を
ぶ
つ

け
ら
れ
ま
し
た
。

●
い
ず
も
ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス
を
い
つ
も
興

味
深
く
読
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

「
あ
ぐ
り
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
」
の
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
様
な
子
ど
も
向
け

の
取
り
組
み
が
将
来
の
農
業
を
担
う
人
材

を
育
て
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後

も
充
実
し
た
取
り
組
み
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

（
西
神
西
町

　K
・
I
さ
ん
）

Ｊ
Ａ…

J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
で
は

子
ど
も
た
ち
に
農
業
へ
興
味
・
関
心
を

持
っ
て
も
ら
い
、
ま
た
食
農
教
育
を
通
じ

て
安
心
安
全
の
食
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
今
後
も
同
様
の
取

輝
け！

いずもスマイル

健康ライフかわら版健康ライフかわら版

お問い合わせ先 出雲保健所　心の健康支援課　TEL 21-1653

和太鼓くらぶ「響」
かわとチャレンジくらぶ

『仲良く・楽しく・元気よく！！』

・食事…1日3食、規則正しく食べることで脳を活性化させます。また、楽しみながら食事をすることで、リラックス効果にもつながります。
・睡眠…睡眠には心身の疲労を回復する働きがあります。心と身体をゆっくり休めて、ストレスを溜め込まない役割を担います。
・運動…ウォーキング等の適度な運動は、満足感や解放感、リフレッシュ効果が得られます。
・ストレッチや入浴はリラックス効果もあり、ストレス解消に役立ちます。
・その他、「今の気持ちを書き出す」「趣味を持つ」「音楽を聴く」等、様々あります。

普段の生活の中で、小さな幸せはありますか。毎日を
元気に過ごすためにも、いつも頑張っている自分にご
褒美を与えることも大切です。

●
し
ま
ね
う
レ
シ
ピ
の
「
大
根
と
エ
ビ
の

中
華
風
ミ
ル
ク
炒
め
」
が
と
て
も
美
味
し

そ
う
で
し
た
。
我
が
家
は
み
ん
な
エ
ビ
が

大
好
き
な
の
で
作
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま

す
。
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す
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し
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。
自
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っ
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が
、
周
り
で
は
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し
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を
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聞
き
ま
す
。
日
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の
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調
管
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に
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付
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私
も
今
ま
で
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状
疱
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の
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あ
ま
り
知
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ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回

の
記
事
で
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
免
疫
力
を
低
下
さ
せ
な
い
た
め
に

も
、
日
々
の
健
康
管
理
を
大
切
に
し
ま

す
。

●
今
年
は
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で
す
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私
は
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年
「
年
男
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の
で
、

こ
の
絵
を
選
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ま
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し
た
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、
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月
１
日
の
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期
人
事
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動
に
よ
り
、
広
報
誌
の
担
当

を
代
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
出
雲

地
区
本
部
の
広
報
担
当
と
し
て
半
年
と

い
う
短
い
期
間
で
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ

な
取
材
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ご
協

力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
ま
た
広
報
誌
を

読
ん
で
頂
い
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ストレス対処法のご紹介

プチhappyを取り入れてみませんか？

日々樹先生は「上級生が下級生を教えるなど、とても
仲が良く元気のある子どもたちです」と話します。同
コミュニティセンターで「響」の事務局を務める坂本
君代チーフは「和太鼓くらぶの活動を通じて、仲間と
の協調性や積極性、礼儀作法を身につけ、日本の伝
統文化の継承の大切さや『和』の心を伝えていって欲
しい」と話し、子どもたちの益々の成長と活躍を期待
しています。

ストレス対処法をお持ちですか？
　ストレスを感じた時、どのように対処していますか。ストレスとは、外部から何らかの刺激を受けた結果、身体が反応して「ゆがみ」や
「変調」をきたすことをいい、日常生活を送る中で、誰もが抱えるものです。ストレスが強いと心身に影響を及ぼすこともあります。し
かし、ストレスは悪いものばかりではなく、上手く付き合うことでモチベーションを高めたりとプラスに作用します。
　自分に合ったストレス対処法を身につけて、セルフケアを実践していきましょう。

◆心の健康相談（※予約制）：毎月2回　13時～14時半（日程は出雲保健所ホームページをご確認ください）
◆お酒の困りごと相談（※予約制）：毎月原則第2水曜日　9～11時
◆保健師による相談（随時）：電話や来所での相談を行っています。

例えば・・・

・美味しいものを食べに行く　・コンビニでスイーツを買う

・自分が欲しかったものを買う　等　

出雲保健所では、心の健康相談を受け付けていますのでご活用ください。

ホームページ

みんなの広場みんなの広場
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本ズワイガニ

持ち込みOＫ! !
当日ラピタで購入した食材

牡蠣（兵庫県産） 海鮮盛合せ

その他プラン等、
詳しくは右の
QRコードでご確認
ください。

宴会セット　  アルコール飲料飲み放題

例えば

※写真はすべてイメージです
※写真は4人前です 4,500円（税込）お

一
人
さ
ま

 Tel.050-5486-3296お電話での予約•
お問い合わせ先

受付
 9:00～17:00 

インターネットでの
予約はトレタウェブ
予約ページから
検索はこちら 星空ガーデン　トレタ

予約はこちらから  24時間自動受付

11:30▶15:00

●お席は、テント席 ［全128席］ のみです。
ラピタ本店 屋上場 所

ランチ

水曜日（祝日の場合は翌日）定休日

（ラストオーダー 14：30）

17:00▶21:00ディナー （ラストオーダー 20：30）

2024年3 日
まで月 日31

ドリンク飲み放題（アルコールまたはソフトドリンク）は必ず
ご注文いただきます! ※小学生未満はソフトドリンク・ご飯・味噌汁 無料

入場に
あたって

※食べ放題は2名様からご利用いただけます

牡蠣
90分 食べ放題

開催中!! 3,500円（税込）お
一
人
さ
ま

営業時間変更のお知らせ

ラピタはまやま店 マツモトキヨシ

とさせて頂きます
7時7時午

後
午
後 閉店閉店

とさせて
頂きます休店3

月
㈰
日31

棚卸しの為

3月 ㈰
日は31

ラピタ全店

31 30
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